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■コンクリート打設管理記録



管理データ等を「山口県建設技術センター」で
データ収集、整理を行っている。

■概要
マスコンクリートにおいて、各リフト毎にコンクリート
内部温度を計測、記録し、ひび割れの発生状況につ
いても調査、観察する。

■目的
・コンクリート内部の温度履歴を把握し、その状況
にあった対策を行うことでひび割れを抑制する。

・データを記録・整理することにより、信頼性の高い参

考資料として業務・工事の打合せ協議に活用する。

■コンクリート打設管理記録
１．概要・目的



２．コンクリート打設管理記録の流れ

※実施に当たっては、請負業者の方の協力が必要。



３．コンクリート打設管理記録の有効性
●試験、試行施工の結果

平成１７年度試験施工において、コンクリー
ト打設温度が高い場合、ひび割れの発生確
率が高い傾向が見受けられた。
また、温度応力解析を行った結果も、コン
クリート打設温度が高くなるとひび割れ発生
確率が高い傾向となった。



①BOXひび割れ発生状況

打設温度が高くなれば、
ひび割れ幅が大きくな
る傾向。

側壁厚さ0.7m以上

【打設温度とひび割れ幅の関係】



②橋台たて壁ひび割れ発生状況
【打設温度とひび割れ幅の関係】
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■ひび割れの原因



コンクリートの打設温度が高い
と水和反応が早い

コンクリート内部温度のピーク
が高くなる

このピークが外気温に至るまでの
温度差が大きくなる

収縮量・引張応力も大きくなる

ひび割れ発生

現場において
、内部温度を
把握すること
により、ひび
割れに有効な
対策を講じる
ことができる。



４．打設管理記録の活用

■設計時・施工計画時 始　め

構造・形状の設定
打設時期の設定

コンクリート諸元の設定

ひび割れ発生の可能性
が高い構造・形状か

対策の必要はあるか

対策工の選定

終　了

No

No

Yes

Yes

観察・調査計画

コンクリート打設管理の蓄積データ
による類似構造物でひび割れ発生状
況の確認

場合によっては温度
応力解析を実施

・打設時期による抑制
・材料等による抑制
・施工の基本事項の遵守



■施工時 始　め

施工計画の確定
使用材料の確定

コンクリート打設

終　了
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５.コンクリート打設管理記録様式

①打設リフト図

各打設リフト毎に作成

温度計測位置を記載、配筋状況の記載(主鉄筋)

②打設管理表

強度等及び運搬、打設、養生状況の記載

温度計測結果の記載

③ひび割れ調査表

ひび割れ概要図

発生状況、経過観測状況の記載

■３種類の管理様式



■打設リフト図



■打設リフト図（拡大①）



■打設リフト図（拡大②）



■打設管理表



■打設管理表（拡大①）



■打設管理表（拡大②）



■ひび割れ調査票



■ひび割れ調査票（拡大①）



■ひび割れ調査票（拡大②）



■ひび割れ調査票（拡大③）



６．実施状況
平成１８年度まで
●構造物種類別工事箇所数 ［リフト又はブロック数］
・ボックスカルバート １箇所［ ８ ］
・橋台、橋脚 ５箇所［ １６ ］
・擁壁、護岸 １箇所［ ９ ］
計 ７箇所［ ３３ ］

平成１９年度予定（平成１８年度繰越工事含む）
●構造物種類別工事箇所数 ［リフト又はブロック数］
・ボックスカルバート ５箇所［ ３０ ］
・橋台、橋脚 ３５箇所［ １０６ ］
・堰堤 ２箇所［ ７ ］
・擁壁、護岸他 １３箇所［ ３８ ］
計 ５５箇所［ １８１ ］

※平成１９年度の工事箇所数 ［リフト又はブロック数］は現時点での予定です。



７．今年度の予定

（１）コンクリート打設管理記録のデータ収集・整理

平成１９年度及び平成１８年度繰越箇所のコンクリート
打設管理記録のデータを収集・整理し、資料としてとり
まとめる予定です。

（２）打設管理記録の検証・検討

収集・整理した打設管理記録のデータ項目（構造・寸
法・材料・打設温度・ひび割れ幅等）の関係を検証し、ひ
び割れ抑制対策に関する事項について官学共同研究
との連携を図りながら、ひび割れ抑制対策の見直しに
使用する資料を作成する予定です。



■施工状況把握（情報誌）











■ eラーニング (e-learning) 



e-Learning とは

インターネットを中心としたＩＴ技術を活用した学習教育です。
学習者はパソコンを使い、いつでも、どこでも好きなときに、好きなだけ学習でき
るという特徴があります。

その他の特徴としては、
１ 自分の学習ペースで自分の理解度に応じて学習を進めることができます。

２ 解らないときは何度でも繰り返し学習することができます。



山口県施工管理 e-Learning 

コンクリート打設編

○○編

▲▲編



コンクリート打設編 e-Learning 

準備

運搬

打込み

締固め

養生



コンクリート打設（締固め編） e-Learning 

バイブレータを下層のコンクリートに10cm程度挿入しているか。

バイブレータは鉛直に挿入し、挿入間隔は50cm以下か。

締め固め作業中に、振動機を鉄筋等に接触させていないか。

バイブレータでコンクリ－トを横移動させていないか。

養生バイブレータは、穴が残らないように徐々に引き抜いているか。



下層のコンクリ－ト

50cm以内



上層のコンクリ－ト

下層のコンクリ－ト



上層のコンクリ－ト

下層のコンクリ－ト

10cm程度



上層のコンクリ－ト

下層のコンクリ－ト

10cm程度



以上で終わります。

ご静聴ありがとうございました。


